
 

 

 

 

『地域史研究』歴史博物館開館記念号を刊行しました 
 

昨年（令和 2 年、2020）10 月 10 日に開館した尼崎市立歴史博物館が、博物館紀要『地域史

研究』第 120 号－歴史博物館開館記念号－を刊行しました。 

『地域史研究』は、昭和 46 年（1971）に尼崎市史研究紀要として創刊し、昭和 50 年（1975）

以降は尼崎市立地域研究史料館紀要として号数を重ねてきました。今回の号から、歴史博物

館が刊行を引き継ぎます。 

第 120 号は開館記念号にふさわしく、通常は 2～4 頁前後のグラビアページをカラー10 頁の

拡大版とし、歴史博物館の各展示室・地域研究史料室・体験学習室を紹介しています。また、

歴史博物館の概要紹介ページや、博物館開館の前に園田学園女子大学が開催したシンポジウ

ムの記録などを掲載しました。 

本誌は市内の学校・図書館・生涯学習プラザ、近隣の図書館や各地の博物館・公文書館・大

学図書館等に配布するほか、Web 上に PDF データを公開し、さらに希望者への有償頒布も行

います。尼崎地域の歴史を学ぶための情報源として、多くの方にご活用いただければと思い

ます。 

  

１ タイトル 尼崎市立歴史博物館紀要『地域史研究』第 120 号 

２ 体裁   Ａ５判 カラーグラビア 10 頁 本文 179 頁 

３ 刊行部数 600 部 

４ 内容   別紙チラシのとおり 

５ 配布   市内小中学校、高等学校 

      全国各地の公共図書館、博物館、公文書館、大学図書館等 

６ 頒布   1冊 850円 窓口販売及び郵送販売 

７ 販売窓口・問い合わせ先  

  尼崎市立歴史博物館3階 地域研究史料室"あまがさきアーカイブズ" 

〒660-0825 尼崎市南城内10-2 TEL06-6482-5246 FAX06-6489-9800 

E-Mail ama-chiiki-shiryokan@city.amagasaki.hyogo.jp 

８ ウェブサイト 

尼崎市立歴史博物館 

http://www.archives.city.amagasaki.hyogo.jp/museum/ 

刊行物の購入について 

http://www.archives.city.amagasaki.hyogo.jp/publishing/order.php 

『地域史研究』第120号 PDFデータ公開ページ 

http://www.archives.city.amagasaki.hyogo.jp/publishing/bulletin/contents/120.php 

以 上 

令和３年２月２５日 

所 属 歴史博物館 

所属長 伊元 俊幸 

電 話 06－6482－5246 



購入申し込み・問い合わせ先
尼崎市立歴史博物館地域研究史料室
“あまがさきアーカイブズ”

〒660-0825　尼崎市南城内10-2            　    　Tel. 06-6482-5246　Fax. 06-6489-9800
（月曜休館）　       E-mail ama-chiiki-shiryokan@city.amagasaki.hyogo.jp

『地域史研究』購読申し込み用紙

お電話番号お　名　前 ご　住　所
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新・歴史博物館の概要

【尼崎の古代・中世―史料と研究― 連載第7回】
尼崎市史古代・中世史料補遺（7） 天 野  忠 幸 / 樋口 健太郎

尼崎で起こりかけた宗論 天 野 　 忠 幸

校章・校歌が語る学校の歴史文化 島田　佳幸

尼崎市役所『最近四年間ノ事績 並将來ノ諸問題』
1924年（大正13）－（後半）－ 森本　米紀

田 中 　 敦【あまおぶね連載第 4回】 辰巳八幡神社の庚申さん

「地域歴史遺産の活用―新しい尼崎城下町を目指して―」
2019年度大学COC+(歴史と文化領域）シンポジウムの記録　

 大 江   篤 / 楞 野  一 裕 / 辻 川   敦 / 井 上   舞 

あまがさきアーカイブズ通信　
Web版たどる調べる尼崎の歴史の公開

巻頭言　 尼崎市長　稲村 和美 / 尼崎市教育長　松本　眞 

荒木村重の尼崎城「移」動
－検証『信長公記』「荒木村重書状」
　　　　　　　『立入左京亮入道隆佐記』－

砂 川 　 博

グラビア　尼崎市立歴史博物館の開館

尼崎市立歴史博物館紀要
尼崎市立歴史博物館開館記念号


